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（１）長篠橋対策検討会の設置 

 

 検討会までの経緯 

 

  新城市が令和5年10月に5年に1度の法定点検を行った際に重

大な損傷が発見され、令和5年11月8日に通行止め措置が講じら

れた。 

  愛知県を通じ中部道路メンテナンスセンターへ相談がされ、 

令和5年11月21日に国土交通省国土技術政策総合研究所はじめ関

係機関の専門家による現地確認と技術指導が行われた。 

  その後、主要部材の損傷の重大性や特殊な橋梁形式であること

から国土交通省・中部道路メンテナンスセンターより新城市へ助

言があり本検討会が設置された。 
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長篠橋対策検討会 

 

 

設立趣意書 

令和５年１０月に実施した法定点検において、一級河川豊川を渡河

する市道長篠大海線の「長篠橋」に重大な損傷が発見され、令和５年

１１月８日から通行止めを行っている。 

本橋梁は１９３４年に架設され、９０年が経過しており、橋梁形式

が特殊橋梁（アーチ橋）であることから、今後の方針（撤去・更新あ

るいは修繕）について、工学的かつ専門的な観点から必要な事項を審

議・助言等を行うことを目的として、学識委員等から構成する「長篠

橋対策検討会」を設置するものである。 
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長篠橋検討会 委員名簿 
                                               （敬称略） 

                                                                                                                 
〈委員〉 

 
◎ 舘石

たていし
 和雄
か ず お
    名古屋大学 大学院工学研究科 教授 

 
宮下
みやした
 剛
たけし
     名古屋工業大学 特任教授 

 
白戸
し ら と
 真
ま さ
大
ひろ
    国土技術政策総合研究所 橋梁研究室 室長 

 
澤田
さ わ だ
 守
まもる
      国立研究開発法人 土木研究所 上席研究員 

 
畠山
はたけやま

 智行
と も ゆ き
    （一社）日本橋梁建設協会 中部事務所 保全委員 

 
東野
と う の
 竜哉
た つ や
    中部地方整備局 道路部 道路保全企画官 

 
加藤
か と う
 敬
たかし
     愛知県 建設局 道路維持課長 

 
堤
つつみ
 一史
ひ と し
     愛知県 新城設楽建設事務所 企画調整監 

 
鈴木
す ず き
 金也
き ん や
    新城市 建設部長 

 
                                       ◎委員長 
 
〈オブザーバー〉 
 
大島
おおしま
 常生
つ ね お
    中部地方整備局 中部道路メンテナンスセンター長 

 
 
〈事務局〉 
 
新城市 建設部土木課 
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